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製
造
業
に
お
け
る
２
０
０
７
年
問
題
と

雇
用
・
人
材
育
成

「「
２２
００
００
７７
年年
問問
題題
」」
にに

対対
すす
るる
危危
機機
感感

こ
こ
数
年
、
製
造
業
に
お
い
て
も
「
２

０
０
７
年
問
題
」
に
対
す
る
危
機
感
が
高

ま
っ
て
い
る
。
厚
生
労
働
省
が
行
っ
た

「
平
成
16
年
度
能
力
開
発
基
本
調
査
」（
図

１
）
に
よ
る
と
、「
２
０
０
７
年
問
題
」
に

対
し
て
危
機
意
識
を
持
っ
て
い
る
企
業
は

全
産
業
で
は
22
・
４
％
で
あ
っ
た
が
、
最

も
危
機
感
を
持
っ
て
い
た
の
は
製
造
業
で

あ
り
30
・
５
％
で
あ
っ
た
。

製
造
業
の
中
で
は
化
学
工
業
（
47
・

８
％
）
の
危
機
感
が
最
も
高
く
、
次
い
で

一
般
機
械
器
具
製
造
業
（
40
・
５
％
）、
金

属
製
品
製
造
業
（
35
・
１
％
）
の
順
で
あ

っ
た
。
ま
た
、
企
業
規
模
別
に
見
る
と
、

従
業
員
２
９
９
人
以
下
の
企
業
で
は
ど
の

規
模
で
も
概
ね
30
％
前
後
で
あ
っ
た
の
に

対
し
て
、
従
業
員
３
０
０
人
以
上
で
は

41
・
４
％
が
危
機
感
を
抱
い
て
い
た
。

●
法
政
大
学
大
学
院
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
・

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
研
究
科
客
員
教
授

久
保
田

章
市

く
ぼ
た
・
し
ょ
う
い
ち

東
京
大
学
卒
。
法
政
大
学
大
学
院
（
修
士

課
程
）
修
了
。
経
営
学
修
士
。
都
市
銀
行

勤
務
を
経
て
、
現
在
、
シ
ン
ク
タ
ン
ク
役

員
。
中
小
企
業
論
、
人
的
資
源
管
理
論
、

経
営
者
論
が
専
門
。
日
本
中
小
企
業
学
会
、

日
本
ベ
ン
チ
ャ
ー
学
会
、
日
本
キ
ャ
リ
ア

デ
ザ
イ
ン
学
会
会
員
。
最
近
の
論
文
に

「
中
小
企
業
の
後
継
者
育
成
に
つ
い
て
の

ベ
ス
ト
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス
の
研
究
」『
日
本

中
小
企
業
学
会
論
集
24

中
小
企
業
と
知

的
財
産
』
同
友
館
、
２
０
０
５
年
、「
団

塊
世
代
の
引
退
に
よ
る
技
能
継
承
問
題
と

雇
用
・
人
材
育
成
」（
日
本
労
働
研
究
雑

誌
、
２
０
０
６
年
５
月
号
）、
が
あ
る
。

全産業 

建設業 

運輸・通信業 

卸・小売業・飲食店 

サービス業 

製造業 

化学工業 

一般機械器具製造業 

金属製品製造業 

電気機械器具製造業 

輸送用機械器具製造業 

食料品・飲料・飼料製造業 

30人未満 

30～99人 

100～299人 

300人以上 

〔製造業小分類〕 

製造業規模別〕 

図1.「2007年問題」に対する危機意識 
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17.5

25.4

16.9
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39.1
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48.6

60.9

52.0

55.6

2.7

4.0

1.9

2.1

2.3

3.4

25.9

47.8

40.5

35.1

28.3

28.0

13.0

9.5

13.5

16.0

16.7

10.9

54.8

55.3

54.5

44.8

31.0

29.1

29.5

41.4

14.3

13.5

13.6

10.3

持っている 持っていない わからない 無回答 

資料：厚生労働省「平成16年度能力開発基本調査」 

《 図１》「2007年問題」に対する危機意識
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働
者
の
年
齢
分
布
と
技
能
レ
ベ
ル
を
見
る

必
要
が
あ
る
。

総
務
省
の
「
労
働
力
調
査
（
２
０
０
４

年
）」
の
中
の
年
齢
階
級
別
就
業
者
数
を
見

る
と
、
製
造
業
全
体
（
図
２
│

１
）
の
就
業

者
数
は
１
１
５
０
万
人
で
あ
り
、
団
塊
世

代
と
考
え
ら
れ
る
55
〜
59
歳
の
層
は
１
４

て
い
る
。

こ
の
就
業
者
数
の
年
齢
分
布
を
見
る
限

り
、
団
塊
世
代
だ
け
に
技
能
労
働
者
が
多

く
含
ま
れ
他
の
年
齢
層
に
は
少
な
い
と
は

言
え
な
い
。
特
に
、
次
の
50
〜
54
歳
の
層

に
は
55
〜
59
歳
の
層
と
ほ
ぼ
同
程
度
の
就

業
者
が
お
り
、
仮
に
団
塊
世
代
が
２
０
０

製
造
業
に
お
け
る
「
２
０
０
７
年
問
題
」

と
は
、
団
塊
世
代
の
引
退
に
よ
っ
て
技
能

が
継
承
さ
れ
な
く
な
る
の
で
は
な
い
か
と

い
う
問
題
で
あ
る
。
１
９
６
０
年
代
以
降
、

わ
が
国
経
済
は
製
造
業
を
中
心
に
飛
躍
的

な
成
長
を
遂
げ
た
が
、
こ
の
製
造
業
を
支

え
て
き
た
の
が
団
塊
世
代
の
技
能
労
働
者

で
あ
る
。
彼
ら
の
多
く
は
熟
練
の
技
能
を

活
か
し
て
今
も
モ
ノ
作
り
の
現
場
で
活
躍

し
て
お
り
、
引
退
に
よ
っ
て
モ
ノ
作
り
に

必
要
不
可
欠
な
技
能
が
失
わ
れ
る
と
す
れ

ば
、
わ
が
国
の
製
造
業
へ
の
影
響
は
極
め

て
大
き
い
。

そ
こ
で
本
稿
で
は
製
造
業
に
お
け
る

「
２
０
０
７
年
問
題
」
に
つ
い
て
、
そ
も
そ

も
問
題
の
本
質
が
ど
こ
に
あ
る
の
か
、
今

後
の
雇
用
や
人
材
育
成
は
ど
う
あ
る
べ
き

か
を
考
え
て
み
た
い
。

団団
塊塊
世世
代代
がが
引引
退退
すす
れれ
ばば

何何
がが
問問
題題
かか

最
初
に
、「
何
故
、
団
塊
世
代
が
持
つ
技

能
を
継
承
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
」

を
考
え
て
み
よ
う
。
そ
の
「
継
承
す
べ
き

技
能
」
と
は
団
塊
世
代
だ
け
が
持
つ
特
有

の
技
能
で
、
他
の
世
代
は
持
っ
て
い
な
い

技
能
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
の
疑
問
に
答

え
る
た
め
に
は
、「
伝
え
る
側
」
の
技
能
労

５
万
人
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
次
の
50
〜

54
歳
の
層
も
同
じ
く
１
４
５
万
人
で
あ
り
、

更
に
そ
の
次
の
45
〜
49
歳
の
層
に
な
っ
て

初
め
て
１
１
８
万
人
に
低
下
し
て
い
る
。

し
か
し
、
更
に
そ
の
下
の
層
40
〜
44
歳
は

１
２
３
万
人
、
35
〜
39
歳
は
１
３
５
万
人
、

30
〜
34
歳
は
１
４
１
万
人
と
再
び
増
加
し

特特集集＝＝エエイイジジフフリリーー社社会会とと雇雇用用

製造業（計） 

65歳以上 

60～64歳 

55～59歳 

50～54歳 

45～49歳 

40～44歳 

35～39歳 

30～34歳 

25～29歳 

20～24歳 

15～19歳 

 

38 21

50 28

＝59

＝78

94 51 ＝145

91 54 ＝145

77 41 ＝118

85 38 ＝123

97 38 ＝135

101 40 ＝141

83 38 ＝121

46 25 ＝71

9 4 ＝13

総数：1,150 
（男：772） 
（女：378） 

男 女 

0 50 100 150 200（万人） 

資料：総務省「労働力調査年報」（2004年） 

《 図2-１》産業、年齢階級別の就業者数　製造業（計）

般機械器具製造業 

65歳以上 

60～64歳 

55～59歳 

50～54歳 

45～49歳 

40～44歳 

35～39歳 

30～34歳 

25～29歳 

20～24歳 

15～19歳 

 

3 1

6 1

＝4

＝7

11 3 ＝14

11 3 ＝14

8 2 ＝10

9 2 ＝11

11 2 ＝13

12 2 ＝14

10 3 ＝13

4 1 ＝5

1 ＝1

総数：107 
（男：87） 
（女：20） 

男 女 

0 5 10 15 20（万人）

資料：総務省「労働力調査年報」（2004年） 

《 図2-2》産業、年齢階級別の就業者数　一般機械器具製造業
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７
年
か
ら
順
次
引
退
し
た
と
し
て
も
、
次

の
50
〜
54
歳
の
層
が
引
退
す
る
ま
で
に
は
、

ま
だ
10
年
近
い
年
月
が
あ
り
、
そ
の
間
に

技
能
を
継
承
す
る
こ
と
は
可
能
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
。

た
だ
、
こ
れ
は
製
造
業
全
体
で
あ
り
同

じ
製
造
業
で
も
産
業
に
よ
っ
て
違
い
が
あ

る
。
一
般
機
械
器
具
製
造
業
（
図
２
│

２
）

は
製
造
業
全
体
と
ほ
ぼ
同
じ
年
齢
分
布
と

な
っ
て
い
る
が
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造

業
（
図
２
│

３
）
で
は
全
年
齢
層
に
ほ
ぼ
同

規
模
の
就
業
者
が
お
り
、
電
気
機
械
器
具

製
造
業
（
図
２
│

４
）
は
50
〜
54
歳
の
層
は

55
〜
59
歳
の
層
よ
り
多
く
、
40
〜
44
歳
か

ら
30
〜
34
歳
ま
で
の
層
は
更
に
多
い
。
と

こ
ろ
が
、
金
属
製
品
製
造
業
（
図
２
│

５
）

は
55
〜
59
歳
を
ピ
ー
ク
に
35
〜
39
歳
の
層

ま
で
減
少
し
て
い
る
。
確
か
に
金
属
製
品

製
造
業
な
ど
一
部
の
業
界
で
は
深
刻
な
問

題
か
も
知
れ
な
い
。

そ
れ
で
は
技
能
レ
ベ
ル
は
ど
う
で
あ
ろ

う
か
。
団
塊
世
代
と
そ
の
下
の
世
代
（
概

ね
10
歳
程
度
下
）
と
で
は
技
能
レ
ベ
ル
に

差
が
あ
る
の
か
ど
う
か
、
を
考
え
て
み
る
。

道
都
大
学
の
山
本
孝
教
授
に
よ
る
と
、
技

能
に
は
修
得
課
程
に
応
じ
て
①
基
本
技
能
、

②
実
践
技
能
、
③
熟
練
技
能
の
３
段
階
が

あ
り
（
注
１
）、
最
終
段
階
の
④
熟
練
技
能
が

本
稿
で
言
う
「
継
承
す
べ
き
技
能
」
で
あ

る
。
こ
の
「
継
承
す
べ
き
技
能
」
の
修
得

に
は
ど
れ
位
の
年
数
が
か
か
る
の
で
あ
ろ

う
か
。

大
阪
科
学
技
術
セ
ン
タ
ー
が
近
畿
圏
の

製
造
業
に
行
っ
た
調
査
に
よ
る
と
「
通
常

３
〜
10
年
、
高
度
な
技
能
は
15
年
位
」
か

か
る
（
注
２
）。
ま
た
、
田
中
真
樹
氏
は
、
鉄

鋼
生
産
現
場
に
お
け
る
オ
ペ
レ
ー
タ
ー
の

技
能
水
準
と
経
験
年
数
に
つ
い
て
分
析
し
、

「
勤
続
20
年
前
後
に
は
充
分
な
水
準
に
達
し

て
い
る
」
と
結
論
付
け
て
い
る
（
注
３
）。
こ

の
２
つ
を
考
え
あ
わ
せ
る
と
、
20
数
年
間

技
能
労
働
者
と
し
て
経
験
を
積
め
ば
か
な

り
の
技
能
レ
ベ
ル
に
達
す
る
と
考
え
る
の

が
妥
当
で
あ
ろ
う
。
と
す
れ
ば
、
団
塊
世

代
と
そ
の
下
、
例
え
ば
40
歳
代
後
半
世
代

の
技
能
レ
ベ
ル
に
は
そ
ん
な
に
違
い
は
な

い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
団
塊
世
代
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
の

前
に
教
育
を
受
け
原
理
原
則
を
知
っ
て
い

る
」
と
い
う
意
見
が
あ
る
。
確
か
に
、
わ

輸送用機械器具製造業 

65歳以上 

60～64歳 

55～59歳 

50～54歳 

45～49歳 

40～44歳 

35～39歳 

30～34歳 

25～29歳 

20～24歳 

15～19歳 

 

1

3 1

＝1

＝4

9 2 ＝11

10 2 ＝12

9 2 ＝11

9 2 ＝11

10 2 ＝12

10 2 ＝12

9 2 ＝11

7 2 ＝9

1 ＝1

総数：94 
（男：78） 
（女：17） 

男 女 

0 5 10 15 20（万人） 

資料：総務省「労働力調査年報」（2004年） 

《 図2-3》産業、年齢階級別の就業者数　輸送用機械器具製造業

輸送用機械器具製造業 

65歳以上 

60～64歳 

55～59歳 

50～54歳 

45～49歳 

40～44歳 

35～39歳 

30～34歳 

25～29歳 

20～24歳 

15～19歳 

 

1

3 2

＝3

＝5

7 4 ＝11

8 4 ＝12

8 3 ＝11

10 4 ＝14

11 4 ＝15

10 5 ＝15

8 4 ＝12

4 2 ＝6

1 ＝1

総数：102 
（男：70） 
（女：32） 

男 女 

0 5 10 15 20（万人） 

資料：総務省「労働力調査年報」（2004年） 

2

《 図2-4》産業、年齢階級別の就業者数　電気機械器具製造業
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が
国
の
製
造
業
で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
化
が

急
速
に
進
展
し
た
の
が
１
９
７
０
年
代
後

半
以
降
で
あ
る
こ
と
を
考
え
れ
ば
、
団
塊

世
代
は
ア
ナ
ロ
グ
時
代
に
原
理
原
則
を
学

ん
だ
可
能
性
が
あ
る
。
た
だ
、
仮
に
そ
う

だ
と
し
て
も
団
塊
世
代
の
技
能
が
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
い
う
結
論
に
な
る
だ
ろ
う

か
。
原
理
原
則
や
ア
ナ
ロ
グ
の
知
識
が
必

要
な
ら
ば
、
そ
れ
を
教
え
る
仕
組
み
を
作

れ
ば
よ
い
。

こ
の
よ
う
に
考
え
る
と
、「
２
０
０
７
年

問
題
」
と
言
わ
れ
て
は
い
る
が
、
技
能
を

「
伝
え
る
側
」、
つ
ま
り
団
塊
世
代
が
引
退

す
る
こ
と
が
本
当
に
問
題
な
の
だ
ろ
う
か
、

と
い
う
疑
問
が
残
る
。

問問
題題
のの
本本
質質
はは
中中
堅堅
技技
能能

労労
働働
者者
のの
削削
減減
とと
正正
社社
員員

採採
用用
のの
手手
控控
ええ

団
塊
世
代
が
２
０
０
７
年
頃
か
ら
引
退

す
る
の
は
何
年
も
前
か
ら
分
か
っ
て
い
た

筈
で
あ
り
、
本
来
な
ら
ば
既
に
技
能
継
承

が
終
わ
っ
て
い
る
頃
で
あ
る
。
一
体
、
企

業
は
こ
れ
ま
で
誰
に
継
承
さ
せ
よ
う
と
し

て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

厚
生
労
働
省
の
「
平
成
16
年
度
能
力
開

発
基
本
調
査
」
で
は
２
０
０
７
年
問
題
に

危
機
意
識
を
持
つ
企
業
に
そ
の
要
因
を
聞

い
て
い
る
が
（
図
３
）、
製
造
業
で
は
「
技

能
等
伝
承
に
時
間
が
か
か
り
、
円
滑
に
進

ま
な
い
」（
68
・
５
％
）
が
最
も
高
く
、
次

い
で
「
意
欲
あ
る
若
年
・
中
堅
層
の
確
保

が
難
し
い
」（
64
・
５
％
）、「
年
代/

レ
ベ

ル
の
差
が
開
き
過
ぎ
て
い
る
」（
41
・
９
％
）

の
順
で
あ
っ
た
。

こ
の
調
査
で
は
「
伝
承
に
時
間
が
か
か

る
」
が
最
も
高
い
要
因
と
し
て
上
が
っ
て

い
る
が
、
先
に
見
た
よ
う
に
、
技
能
の
修

得
に
時
間
が
か
か
る
の
は
当
然
の
こ
と
で

あ
る
。
こ
の
答
え
は
恐
ら
く
、「
継
承
に
努

め
て
い
る
が
、
な
か
な
か
進
ん
で
い
な
い
」

と
い
う
意
味
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

む
し
ろ
、
真
に
深
刻
な
の
は
２
番
目
の

「
若
年
・
中
堅
層
の
確
保
が
難
し
い
」
で
あ

る
。
い
く
ら
技
能
を
伝
え
よ
う
と
し
て
も
、

伝
え
る
相
手
が
い
な
け
れ
ば
伝
え
ら
れ
な

い
。
そ
し
て
、
３
番
目
の
「
年
代
／
レ
ベ

ル
の
差
が
開
き
過
ぎ
て
い
る
」
は
、
本
来

な
ら
ば
あ
る
程
度
の
レ
ベ
ル
に
あ
る
中
堅

の
技
能
工
に
伝
え
た
い
が
、
い
な
い
た
め
、

仕
方
な
く
基
礎
も
充
分
に
身
に
つ
い
て
い

な
い
若
手
に
引
き
継
が
ざ
る
を
得
な
い
、

と
解
釈
で
き
よ
う
。

製
造
業
の
生
産
現
場
の
担
い
手
は
主
に

高
卒
従
業
員
で
あ
る
。
文
部
科
学
省
の

「
学
校
基
本
調
査
報
告
書
」
に
よ
る
と
、
高

卒
就
職
者
で
生
産
工
程
･
労
務
作
業
に
従

事
し
た
者
は
、
１
９
９
０
年
頃
は
２
１
０

万
人
程
度
で
あ
っ
た
が
そ
の
後
一
貫
し
て

減
少
し
、
２
０
０
２
年
以
降
は
80
万
人
台

に
ま
で
低
下
し
た
。

技
能
工
の
予
備
軍
で
あ
る
高
卒
の
製
造

業
就
業
者
が
減
っ
た
の
は
何
故
だ
ろ
う
か
。

少
子
化
と
高
学
歴
化
の
中
で
、
そ
も
そ
も

高
卒
の
就
職
者
が
減
っ
て
い
る
と
い
う
こ

と
も
あ
る
が
、
こ
こ
10
数
年
の
企
業
の
採

用
動
向
を
見
る
と
、
企
業
側
に
も
大
き
な

原
因
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
景
気
の

低
迷
と
企
業
間
競
争
の
激
化
の
中
で
、
多

く
の
企
業
が
正
社
員
を
極
力
減
ら
し
、
必

要
な
ら
ば
非
正
規
従
業
員
（
期
間
工
、
契

属製品製造業

65歳以上 

60～64歳 

55～59歳 

50～54歳 

45～49歳 

40～44歳 

35～39歳 

30～34歳 

25～29歳 

20～24歳 

15～19歳 

 

2

9 3

＝8

＝12

12 4 ＝16

9 4 ＝13

7 3 ＝10

8 2 ＝10

9 2 ＝11

10 3 ＝13

9 2 ＝11

5 1 ＝6

1 ＝1

総数：113 
（男：85） 
（女：27） 

男 女 

0 5 10 15 20（万人） 

資料：総務省「労働力調査年報」（2004年） 
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約
社
員
、
請
負
会
社
社
員
、
パ
ー
ト
な
ど
）

で
工
場
を
動
か
し
て
き
た
の
で
あ
る
。

こ
こ
で
改
め
て
図
２
の
年
齢
階
層
別
就

業
者
数
を
見
て
み
る
。
製
造
業
全
体
で
は

40
歳
台
に
「
く
び
れ
」
が
見
ら
れ
、
20
歳

台
の
就
業
者
が
少
な
い
。
中
で
も
高
卒
の

新
卒
者
が
該
当
す
る
で
あ
ろ
う
20
〜
24
歳

の
層
は
極
端
に
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
産

業
別
に
見
る
と
40
歳
台
の
「
く
び
れ
」
現

象
は
、
一
般
機
械
器
具
製
造
業
や
金
属
製

品
製
造
業
で
顕
著
で
あ
り
、
特
に
金
属
製

品
製
造
業
で
は
35
〜
39
歳
に
も
見
ら
れ
る
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
「
く
び
れ
」
は
、

輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
や
電
気
機
械
器

具
製
造
業
で
は
見
ら
れ
な
い
。
ま
た
、
20

〜
24
歳
の
「
少
就
業
者
」
現
象
は
一
般
機

械
器
具
製
造
業
、
電
気
機
械
器
具
製
造
業
、

金
属
製
品
製
造
業
で
は
顕
著
に
見
ら
れ
る

が
、
輸
送
用
機
械
器
具
製
造
業
で
は
そ
れ

程
で
も
な
い
。

40
歳
台
の
「
く
び
れ
」
現
象
は
リ
ス
ト

ラ
等
の
雇
用
調
整
が
影
響
し
て
い
る
も
の

と
考
え
ら
れ
る
が
、
そ
の
結
果
が
図
３
の

危
機
意
識
の
要
因
の
「
中
堅
層
の
確
保
が

難
し
い
」「
年
代
／
レ
ベ
ル
の
差
が
開
き
過

ぎ
て
い
る
」
に
つ
な
が
っ
て
い
る
と
思
わ

れ
る
。
ま
た
、
20
歳
台
の
「
少
就
業
者
」

現
象
は
大
半
の
製
造
業
で
見
ら
れ
る
が
、

よ
り
深
刻
で
あ
る
。
若
手
正
社
員
が
い
な

け
れ
ば
技
能
を
伝
え
る
こ
と
も
で
き
な
い
。

今
、
２
０
０
７
年
問
題
と
し
て
製
造
業

の
多
く
が
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
が
、
問

題
の
本
質
は
技
能
の
「
伝
え
ら
れ
る
側
」

に
あ
る
よ
う
に
思
う
。
つ
ま
り
、
リ
ス
ト

ラ
等
に
よ
っ
て
中
堅
技
能
労
働
者
を
削
減

し
た
り
、
非
正
規
従
業
員
へ
の
シ
フ
ト
等

を
進
め
、
若
手
正
社
員
の
採
用
を
手
控
え
、

育
成
し
て
こ
な
か
っ
た
ツ
ケ
が
ま
わ
っ
て

き
た
の
で
あ
る
。

今今
後後
のの
雇雇
用用
とと
人人
材材
育育
成成

●
先
ず
は
技
能
系
正
社
員
の
確
保

製
造
業
に
お
け
る
「
２
０
０
７
年
問
題
」

の
本
質
が
、
中
堅
技
能
労
働
者
の
削
減
や

若
手
正
社
員
の
採
用
手
控
え
に
あ
る
と
す

れ
ば
、
問
題
解
決
の
第
一
歩
は
技
能
を

「
伝
え
る
相
手
」
の
確
保
で
あ
る
。
社
内
の

人
材
が
不
足
し
て
い
る
な
ら
ば
社
外
か
ら

採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
企
業
も
こ

う
し
た
状
況
に
気
づ
き
、
企
業
業
績
も
好

転
し
て
き
た
こ
と
か
ら
正
社
員
の
採
用
を

積
極
化
し
て
い
る
。
早
期
戦
力
化
の
た
め

に
は
出
来
れ
ば
中
途
採
用
者
が
よ
い
が
、

欲
し
い
人
材
は
ど
の
企
業
も
同
じ
で
あ
り

そ
の
採
用
は
簡
単
で
は
な
い
。
次
善
の
策

と
し
て
非
正
規
従
業
員
か
ら
の
正
社
員
採

用
も
増
え
る
で
あ
ろ
う
し
、
地
方
立
地
の

工
場
で
は
Ｕ
タ
ー
ン
組
を
狙
っ
た
採
用
戦

略
を
採
る
と
こ
ろ
も
出
て
こ
よ
う
。

ま
た
、
新
卒
者
の
争
奪
戦
も
始
ま
ろ
う
。

育
成
に
時
間
は
か
か
る
が
、
安
定
的
に
正

社
員
を
確
保
す
る
た
め
に
は
新
卒
者
の
採

用
を
地
道
に
続
け
て
い
く
し
か
な
い
。
従

来
、
生
産
現
場
の
主
な
担
い
手
は
高
卒
従

業
員
で
あ
り
、
今
後
も
基
本
は
高
卒
者
で

図3．「2007年問題」に危機意識を持つ要因 

意欲のある若年・中堅層の確保が難しい 

技能等伝承に時間がかかり、円滑に進まない 

年代／レベルの差が開き過ぎている 

教える人材がいない 

継承者が技能等を習得しても転職してしまう 

伝承の方法がわからない 

その他 

0 20 40 60 80（％） 

63.2

64.5

51.1

68.5

35.9
41.9

15.9
18.5

12.1
12.1

3.5
4.0

4.8
3.2

全産業 
製造業 

資料：厚生労働省「平成16年度能力開発基本調査」 

《 図3》「2007年問題」に危機意識を持つ要因
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あ
ろ
う
。
し
か
し
、
高
卒
で
就
職
す
る
者

は
減
っ
て
お
り
、
採
用
範
囲
を
短
大
・
高

専
卒
、
あ
る
い
は
大
卒
へ
と
広
げ
ざ
る
を

得
な
く
な
っ
て
い
る
。
範
囲
を
広
げ
れ
ば

広
げ
る
ほ
ど
他
の
業
種
・
業
界
と
の
競
合

も
あ
り
、
厳
し
い
人
材
争
奪
戦
に
勝
た
ね

ば
な
ら
な
い
。

労
働
市
場
が
好
転
す
る
と
、
大
変
な
の

は
中
小
企
業
で
あ
る
。
い
ま
ま
で
も
人
材

の
確
保
が
難
し
か
っ
た
の
に
加
え
、
今
後

は
ま
す
ま
す
難
し
く
な
っ
て
い
く
。
本
来

な
ら
ば
中
小
企
業
こ
そ
熟
練
の
技
能
を
必

要
と
す
る
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
や
機
械
で

は
で
き
な
い
「
巧
み
の
技
」
で
、
高
品
質
、

他
で
は
マ
ネ
の
で
き
な
い
モ
ノ
を
作
り
、

他
社
と
の
差
異
化
を
図
っ
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
に
は
、
技
能
継
承
す

る
人
材
を
確
保
す
る
必
要
が
あ
る
。
今
後

は
、
人
材
確
保
力
で
企
業
間
格
差
、
あ
る

い
は
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
の
差
が
で
て

こ
よ
う
。

●
団
塊
世
代
に
は
雇
用
延
長
で
対

応
２
０
０
７
年
問
題
の
も
う
一
つ
の
側
面

は
ど
ち
ら
か
と
言
え
ば
「
大
企
業
の
問
題
」

と
い
う
点
で
あ
る
。
図
１
で
示
し
た
が
２

０
０
７
年
問
題
へ
の
危
機
意
識
は
企
業
規

模
が
大
き
い
程
、
強
い
。
こ
れ
は
、
企
業

規
模
が
大
き
い
ほ
ど
「
定
年
制
度
」
が
厳

格
に
運
用
さ
れ
て
い
る
た
め
と
考
え
ら
れ

る
。
一
方
、
図
２
を
見
れ
ば
わ
か
る
よ
う

に
、
実
際
に
は
製
造
業
の
多
く
で
既
に
60

歳
以
上
の
雇
用
が
行
わ
れ
て
い
る
。
特
に

中
小
企
業
で
は
、
熟
練
技
能
労
働
者
を
定

年
後
も
再
雇
用
し
て
若
手
に
マ
ン
ツ
ー
マ

ン
で
教
育
を
す
る
な
ど
、
従
来
か
ら
「
定

年
制
度
」
は
弾
力
的
に
運
用
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
は
「
技
能
継
承
」
と
い
う
観
点
か

ら
言
え
ば
団
塊
世
代
の
引
退
は
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
問
題
に
は
な
ら
な
い
と
考
え
て
い

る
が
、
金
属
製
品
製
造
業
な
ど
一
部
の
業

界
や
企
業
で
は
深
刻
か
も
知
れ
な
い
。
そ

う
し
た
業
界
、
企
業
は
目
先
の
問
題
と
し

て
、
兎
に
角
、
団
塊
世
代
の
技
能
を
中

堅
・
若
手
に
伝
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
た
め
に
は
時
間
が
必
要
で
あ
る
。

た
ま
さ
か
、
本
年
４
月
か
ら
改
正
高
年

齢
者
等
雇
用
安
定
法
が
施
行
さ
れ
、
ほ
と

ん
ど
の
企
業
で
事
実
上
２
年
程
度
の
雇
用

延
長
が
行
わ
れ
た
。
こ
れ
は
「
２
０
０
７

年
か
ら
」
と
言
わ
れ
た
Ｘ
デ
ー
が
少
な
く

と
も
２
年
間
延
び
る
こ
と
を
意
味
す
る
。

ま
た
、
仮
に
２
０
０
９
年
に
な
っ
た
と
し

て
も
団
塊
世
代
が
一
度
に
退
職
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
ま
だ
ま
だ
、
技
能
を
伝
え
る

時
間
は
あ
る
。

●
人
材
育
成
は
長
期
の
視
点
と
モ

チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
維
持

技
能
労
働
者
の
人
材
育
成
で
重
要
な
視

点
は
「
長
期
に
わ
た
る
」
こ
と
で
あ
る
。

基
本
技
能
、
実
践
技
能
を
修
得
し
て
、
熟

練
技
能
を
身
に
つ
け
る
に
は
20
年
以
上
の

年
月
が
か
か
る
。
こ
の
、「
長
期
に
わ
た
る
」

こ
と
を
念
頭
に
お
い
て
人
材
育
成
を
考
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

先
に
も
引
用
し
た
山
本
孝
教
授
の
著
書

の
中
に
、
人
材
育
成
が
比
較
的
う
ま
く
い

っ
て
い
る
企
業
の
事
例
が
紹
介
さ
れ
て
い

る
（
注
４
）。
こ
の
中
か
ら
筆
者
な
り
に
ポ
イ

ン
ト
を
整
理
す
る
と
、

①
技
能
教
育
の
基
本
的
な
考
え
方
を
持
っ

て
い
る
（
例
え
ば
「
知
識
・
技
能
・
人
格

を
３
本
柱
に
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
技
能
・

技
術
者
を
育
成
」「
モ
ノ
を
つ
く
る
前
に
ヒ

ト
を
つ
く
る
」、
な
ど
）

②
体
系
的
な
技
能
教
育
体
制
が
出
来
て
い

る
（
企
業
内
学
園
を
持
つ
、
技
術
研
修
セ

ン
タ
ー
等
に
よ
る
体
系
的
な
技
能
研
修
の

実
施
、
な
ど
）

③
技
能
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
維
持
の
工

夫
が
行
わ
れ
て
い
る
（
技
能
検
定
制
度
の

導
入
と
人
事
制
度
と
の
リ
ン
ク
、
技
能
競

技
大
会
の
開
催
、
技
能
の
修
得
と
認
定
制

度
の
導
入
、
卓
越
技
能
者
に
は
「
技
能
マ

イ
ス
タ
ー
」
の
称
号
授
与
、
な
ど
）

で
あ
る
。
こ
の
う
ち
、
②
の
企
業
内
学
園

は
大
企
業
で
な
い
と
難
し
い
か
も
知
れ
な

い
が
、
そ
の
他
は
中
小
企
業
で
も
大
い
に

参
考
に
な
る
。
特
に
③
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
維
持
の
た
め
の
工
夫
は
重
要
で
あ
る
。

い
く
ら
体
系
的
な
教
育
で
育
成
し
て
も
、

途
中
で
辞
め
ら
れ
た
の
で
は
水
泡
に
帰
す
。

技
能
労
働
者
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
長
期

に
わ
た
っ
て
保
ち
、
彼
ら
自
身
が
自
ら
の

技
能
を
磨
き
向
上
さ
せ
て
く
れ
る
よ
う
な

仕
組
み
作
り
が
、
人
材
育
成
に
と
っ
て
は

最
も
重
要
な
点
で
あ
ろ
う
。

「
２
０
０
７
年
問
題
」
の
教
訓
は
、
改

め
て
人
材
の
確
保
・
育
成
の
重
要
性
を
再

認
識
さ
せ
て
く
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
言
う

ま
で
も
な
い
が
人
材
は
、
機
械
設
備
な
ど

他
の
経
営
資
源
と
は
異
な
り
欲
し
い
か
ら

と
言
っ
て
す
ぐ
に
確
保
で
き
る
も
の
で
は

な
い
し
、
育
成
に
時
間
も
か
か
る
。
今
回

の
「
２
０
０
７
年
問
題
」
を
機
に
、
改
め

て
長
期
的
視
点
に
立
っ
た
人
材
戦
略
を
考

え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

（
注
１
）
山
本
孝(

２
０
０
４)

『
熟
練
技
能
伝
承
シ

ス
テ
ム
の
研
究
』
白
桃
書
房
、p.15-19

（
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